
No. 219

27 -1st- 13
17 -2nd- 19
25 -3rd- 20
15 -4th- 15

-OT1-

-OT2-

-OT3-

S PTS 3Ｐ 2Ｐ FT F NO. S PTS 3P 2P FT
* 21 3 6 0 1 4 * 18 0 8 2
* 6 0 3 0 1 5 * 29 4 8 1
* 23 1 9 2 1 6 * 6 0 3 0
* 14 0 7 0 2 7 * 8 2 1 0
* 20 0 9 2 1 8 * 6 2 0 0

0 0 0 0 0 9 0 0 0 0
- - - - - 10 - - - -
- - - - - 11 - - - -
- - - - - 12 - - - -
- - - - - 13 - - - -
- - - - - 14 - - - -
- - - - - 15 - - - -
- - - - - 16 - - - -
- - - - - 17 - - - -

18 - - - -

84 4 34 4 6 67 8 20 3
S: PTS: ポイント 3P: 2P: フリースロー F: ファール3ポイントシュート 2ポイントシュート

11

FT:

合計合計

スターター

コーチ遠香 周平 亀井 優

大会名称：

開催場所：

試合区分：

関東中学校バスケットボール大会
第38回

船橋市総合体育館 Mコート

女子 決勝

吉田 美月

飯田 藍美
北村 ひかる

鈴木 恵里菜
福原 美由

種市 凪沙

飯嶋 はるか

小竹 美優

0

コーチ

中村 莉歩
工藤 ひかる
洪 侑沙

15

佐藤 綾乃

F

3
1小暮 彩乃

三好 南穂
選手名

齋藤 若奈
月岡 英梨

選手名

根岸 夢
阿部 史歩

NO.

(東京都)

東京成徳大

桜井 里亞

伴 真衣香

○

84

萩原 裕里香

東国分●

67
(千葉県)

冨川 佳穂

期 日： 2008(H20)年8月9日 (土)

開始時間： 13:00

11

２年ぶりの優勝をねらう東京都代表の東京成徳大中と１回戦から接戦をものにして勝ち上がっ
てきた千葉県代表の東国分中による女子決勝戦。

東京成徳大中は２－１－２ゾーンＤｅｆ、東国分中は１－３－１ゾーンＤｅｆでスタート。立ち上がり
東国分中＃６冨川のインターセプトで先手をとるが、東京成徳大中の高さを意識し足が止まり得
点が伸びない。一方、東京成徳大中は、リバウンドシュートや速攻、＃４根岸の３Ｐと効果的に得
点を積み上げていく。

第２Ｐに入り東国分中がゾーンを攻略し始めると同時に東京成徳大中はすかさずタイムアウト。
これを機に東国分中は２－２－１ゾーンプレスＤｅｆを仕掛ける。これが功を奏し足の動き始めた東
国分中はリズムを取り戻し、＃４三好のジャンプシュート＃５小暮の３Ｐで小刻みに得点を重ねる。
しかし東京成徳大中も＃７月岡、＃８伴のリバウンドシュートや＃６齋藤のレイアップシュートで１
歩も譲らず４４－３２で折り返す。

第３Ｐ、東京成徳大中は相手のシュートミスからの速攻や、ゴール下を支配したリバウンド
シュートで引き離しにかかる。東国分中もマンツーマンＤｅｆでプレッシャーを強め速い展開に持ち
込む。＃７黒川の３Ｐも決まりだし追い上げ態勢に入るが東京成徳大中の高さを崩しきれない。

勝負の第４Ｐ、東国分中は＃５小暮、＃８早矢仕の３Ｐで得点を縮めにかかるが、東京成徳大
中の＃４根岸の冷静な試合運びで関東女王の称号を手に入れる。

激戦区関東を勝ち抜いた両チームの全国での活躍を期待したい。
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久保田 奈央

金安 郁

野左近 由佳
萩原 茜
桜井 桃加
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黒川 晴香 1
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4早矢仕 貴子


